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問1 持続可能な社会の実現に向けて推奨されている「エシカル消費（倫理的消費）」の具体的な行動として、人や社会、環境に配慮した適切なもの
を選びなさい。 （2023年 熊本県公立入試 類似）

1. 個人の利便性を最優先し、過剰に
包装された商品を積極的に選ぶ

2. 食品の無駄を減らすために、必要
な分だけを購入する

3. 家計の負担を抑えるために、価格
の安さのみを基準に大量購入する

4. 流通を活性化させるために、あえ
て遠方の地域で作られた製品を優先
する

問2 地球温暖化対策の国際的な枠組みである「パリ協定」は、1997年に採択された「京都議定書」と比較して、温室効果ガスの排出量削減を義務付
ける対象についてどのような特徴がありますか。 （2023年 福島県公立入試 類似）

1. 歴史的に排出量が多い先進国のみ
に削減の義務を課している

2. 先進国と途上国の区別なく、すべ
ての参加国に削減の取り組みを義務
付けている

3. 経済成長を優先するため、途上国
には削減の努力義務を一切求めてい
ない

4. 世界全体の排出量の8割を占める
主要な排出国のみを対象としている

問3 1990年から2018年にかけて、世界の年平均気温と二酸化炭素の排出量はともに上昇・増加の傾向にあります。このような状況を受けて実施さ
れてきた地球温暖化対策の国際的な枠組みについて、正しい説明はどれですか。 （2023年 新潟県公立入試 類似）

1. 京都議定書においては、産業革命
前からの気温上昇を2度未満に抑える
という具体的な数値目標が初めて設
定された。

2. 1997年に採択された京都議定書
では、発展途上国に対してのみ温室
効果ガスの削減が義務付けられた。

3. 2015年に成立したパリ協定は、
地球サミットよりも前の時代に合意
された歴史的な枠組みである。

4. 1992年の地球サミットでは、温
室効果ガス削減の基礎となる気候変
動枠組条約が調印された。

問4 地球温暖化対策の指針を示した資料において、「温室効果ガスの排出量を実質ゼロにすることを目指し、新たな技術開発を進める」といった趣
旨がパリ協定に関連して記載されています。この「排出量を実質ゼロにする」という目標に向けた背景や取り組みとして適切なものはどれです
か。 （2026年 京都府公立入試 類似）

1. 二酸化炭素を排出する石炭や石油
などの化石燃料の使用を、2025年ま
でに全世界で全面的に禁止すること
を目的としている。

2. 発展途上国の工業化を停止させ、
先進国のみが環境に配慮した製品を
製造・輸出できるようにする制度で
ある。

3. 21世紀後半には排出量と森林など
による吸収量をバランスさせ、温暖
化の進行を食い止めることを目的と
している。

4. 排出量を削減できない国に対して
、国際連合が経済制裁を行うことで
強制的に技術開発を促す仕組みであ
る。

問5 2015年に採択されたパリ協定において、地球温暖化を食い止めるために掲げられた、世界の平均気温上昇に関する目標として適切なものを選び
なさい。 （2018年 長野県公立入試 類似）

1. 極地の氷が溶けないよう、北極海
と南極海の周辺気温を氷点下に保つ

2. 世界の平均気温の上昇を、21世紀
末までに1990年比で0度以下にする

3. 発展途上国の気温上昇に合わせ、
先進国の気温を19世紀の状態まで下
げる

4. 世界の平均気温上昇を、産業革命
前と比べて2度より十分低く保つよう
に抑制する

問6 日本の一次エネルギー供給の推移をまとめた資料によると、2010年から2020年にかけて原子力発電の割合が大幅に減少した一方、石油、石炭
、天然ガスを合わせた割合は供給全体の8割以上を占める高い水準が続いています。これらの、太古の動植物の死骸が長い年月をかけて変化して
できた燃料を総称して何と呼びますか。 （2026年 広島県公立入試 類似）

1. 再生可能エネルギー 2. 核燃料 3. バイオマス燃料 4. 化石燃料

問7 難民が発生する背景と、国際社会における対応について述べた文として、適切なものを選びなさい。 （2020年 和歌山県公立入試 類似）

1. 難民は主に自国の豊かな経済発展
を目的として他国へ派遣される人々
であるため、受け入れ国は労働力の
調整弁として自由に帰国を命じるこ
とができる。

2. 難民が発生する主な原因は個人の
犯罪による逃亡であるため、国際法
による保護の対象にはならず、各国
の警察権によって取り締まられる。

3. 難民は自国内での自然災害から一
時的に避難している人々に限定され
るため、紛争などの人為的な理由で
国境を越えた人々は難民とは呼ばな
い。

4. 難民は政治的な迫害や紛争という
生命の危機を理由に土地を離れるた
め、国際連合難民高等弁務官事務所
（UNHCR）などを通じた国際的な支
援と保護が行われている。

問8 近年のG7サミット（主要国首脳会議）では、気候・エネルギー問題が重要な議題となり、石炭火力発電の段階的廃止などが議論されています。
このような国際的な環境対策の先駆けとなった「京都議定書」が採択された背景とその仕組みについて述べた文として、正しいものはどれです
か。 （2023年 岡山県公立入試 類似）

1. 熱帯雨林の保護を目的として、木
材の輸出制限を全ての国に求めた。

2. 発展途上国の経済発展を優先する
ため、先進国には削減義務を課さな
いこととした。

3. 地球温暖化を抑制するため、先進
国に排出削減の法的義務を課した。

4. フロンガスの全廃により、オゾン
層の破壊を食い止めることを第一の
目的とした。

問9 2000年から2020年までの日本における部門別二酸化炭素排出量の変化において、産業部門と運輸部門の排出量が減少した主な背景として最も
適切な説明はどれですか。 （2024年 福島県公立入試 類似）

1. 国内の工場のすべてが海外へ移転
し、生産活動が停止したため

2. すべての自家用車の利用が法律に
よって禁止されたため

3. 日本国内の人口がこの20年間で半
分以下に減少したため

4. 省エネルギー技術の導入や機器の
効率化が進んだため

問10 1997年に日本の京都市で開催された国際会議において、先進国に対して二酸化炭素などの温室効果ガスの排出削減目標を義務付けるために採択
された文書はどれか。 （2017年 北海道公立入試 類似）

1. 京都議定書 2. モントリオール議定書 3. パリ協定 4. ラムサール条約

問11 地球温暖化対策として、2020年以降の温室効果ガス排出削減など、気候変動問題に対応するための国際的な枠組みを何といいますか。 （2025年

大阪府公立入試 類似）

1. パリ協定 2. ラムサール条約 3. 京都議定書 4. ワシントン条約

問12 2015年に採択された、地球温暖化対策のための国際的な枠組みである「パリ協定」の内容について、それ以前の「京都議定書」と比較した際の
特徴として最も適切な説明を選んでください。 （2023年 山形県公立入試 類似）

1. 2030年までに達成すべき17の目
標を掲げ、環境問題だけでなく貧困
や飢餓の解決も目指している。

2. 国ごとの削減目標は定めず、世界
共通の炭素税を導入することで温室
効果ガスの排出を抑制している。

3. 先進国だけでなく、途上国を含む
すべての締約国が排出削減目標を作
成し、対策に取り組むこととしてい
る。

4. 温室効果ガスの削減義務を、日本
や欧米などの先進国のみに限定して
課している。


